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１ オミクロン株猛威によりイベント中止相次ぐ!! 

今月 20日以降急激にオミクロン株の感染者が激増し、

県では国に対しまん延防止等重点措置を申請し、27 日か

ら 2月 20日までをコロナウィルス感染症対策（飲食店の

営業時間の短縮要請や会食時の人数制限など）を実施す

る期間とした。これらを受け、14 日開催予定の素材生産

部会研修会兼新年会（山形市）や 26日新春講演会（山形

市）、31日からのモクコレ 2022（東京都：一部 Web開催）

が中止となった。今後しばらくは Web開催が続きそうだ。 

埼玉医科大学総合医療センター感染症科の岡秀昭教授

は「コロナは軽症で肺炎にならなくても、高熱やウイル

スによるダメージがあり、持病が悪化することがある。

腎臓の悪い人や糖尿病の人は、オミクロン株で圧倒的に

感染者数が増えると、それによって持病が悪化し、ある

いはほかの病気が発症するというリスクにもなってくる」と指摘する。気を付けましょう‼ 

２ やまがた中央木材市場初市と県産広葉樹展示会開催!!  

1月 13日（木）やまがた中央木材市場初市にて、県

産広葉樹展示会（木産協主催）を開催した。買い方約

15名が参加し、県産製材品等を次々とセリ落としてい

った。社長の挨拶でも紹介されましたが、全国的なウ

ッドショック等により、国産製材品価格も高止まり傾

向が続いている。住宅機器やボイラー等も不足し高騰

している。ここにきて油脂等の高騰も痛手で、材木店

や工務店等もお手上げ状態である。この度は、初市に

併せて、阿部製材所自社有林材利用も含めコスト

ダウンを図り優良材を揃えて準備したとのこと。 

また、セリの途中で木産協の時間をいただき、県

で進めている広葉樹プロジェクト事業や県産ＪＡ

Ｓ広葉樹材の利用拡大に向けＰＲさせていただい

た。会場内には、広葉樹イベント用ボックスを積載

した軽トラを持ち込み、実物大に近い無垢床材、壁

材に直接見て触れて特性を感じてもらった。 
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３ 東北地区需給情報連絡協議会 Web 開催!!  

 1 月 20 日（木）第 3 回国産材の安定供給体制の構築に向けた東北地区需給情報連絡協議

会がホテルメトロポリタン盛岡とオンライン併用で開催された。本県からは、県庁小野智史

主査（Web）、安部雄祐㈱山形城南木材市場社長（Web）、協和木材㈱新庄工場矢口大地管理部

長（会場）、県森連（Web）、木産協（Web）等が出席した。冒頭、林野庁木材産業課永島課長

補佐が木材業界の現状を図表で紹介した。その中で、外材の輸入量がやや回復傾向にあるが、

構造材が約２倍の高値で高止まり状態が続いていることや、当初のアメリカの住宅事情は落

ち着いたが、コンテナ不足や油脂等の高騰、荷受け労働者不足等で新たな値上げが始まって

いるなどの報告があった。安部社長は、発言の中で合板不足や 3月の決算期を迎えた買い控

え、降雪による影響、原木高によるグリーン材の採算割れ等の県内事情を説明した。今回の

協議会では、ウッドショックに対応するため、素材生産も製材・合板・集成材工場ともフル

生産で対応して、輸入減の代替資材としての国産材需要に応えている状況を確認できた。も

はや残業等でカバーするのには限界があり、今後は人員増や設備投資が伴うこととなるが、

様々な課題があるため一気には解決できないことをみんなで確認できた意義は大きい。 

 

４ 林野庁令和 3 年度補正予算（ＪＡＳ事業等）速報!!   
 12月 20日（月）林野庁令和 3年度補正予算が成立しました。その後、事業実施団体が公

募され、この度ＪＡＳ構造材実証・転換実証（新規）支援事業と外構部の木質化対策支援事

業に全木連・全木協連の事業提案が採択されました。早ければ、3月に事業が開始されます。

予算額も 27 億 4 千万円と今年度より増額されています。木塀（外構部の木質化対策支援事

業）は予算額が 6億 4千万円と半減していますが、どちらも今年度分がコロナやウッドショ

ックのため、取り下げ申請が多数発生したと聞いており、十分対応できると思います。どち

らも電子申請になりますので、ホームページから今年度申請書を参考に事前準備をお願いし

ます。また、新規の転換実証支援事業は、住宅等の建築にいて調達が困難になった資材を設

計・施工上の工夫を通じて代替できる木製品に転換する取り組みで、今後詳細について、林

野庁と調整していく。一般ＪＡＳ構造材普及拡大事業も継続する見込みである。 

５  「木の国やまがた」ＤＶＤ（県南版）製作!!   

 ＪＡＳ構造材利用拡大を図るため、モ

クコレ会場用プロモーションＤＶＤ「木

の国やまがた」県南版を製作した。これ

は、県内外の方に、山形の自然と木材産

業等に興味を持ってもらうために、ＪＡ

Ｓ認証工場を中心に加工から木材利用優

良施設までを紹介した。今回は山形県南

版として置賜地域‣東南村山地域を中心

に約 15分にまとめた。モクコレは会場で

のリアル開催が中止となったが、ＤＶＤ

は木産協のホームページに２月から掲載予定ですのでご覧ください。オープニングで山形の

自然や歴史的木造建築物（上杉神社、山寺、銀山温泉、羽黒山五重塔、山居倉庫等）を紹介

し、その後、県産木材やＪＡＳ材を多用した木造建築事例（白鷹町まちづくり複合施設、シ

ェルターなんようホール、田沢コミュニティセンター等）を紹介している。また、木質化事

例（県庁、アイタ工業会議室等）や木質バイオマス利用、県産広葉樹利用、新たな利用事例

（ＭＯＫＵＫＡ）なども紹介する。最後に県南地域のＪＡＳ認証工場等を紹介している。 
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６ ウッドショックとウッドチャンス!!   

 節穴の目：これまでのオイルショック（トイレットペーパー不足？）やリーマンショック

（金融取引等低迷）に加え、新たにウッドショックが仲間入りした。業界関係者以外の一般

国民まで浸透したかどうかは別であるが、家を新築する人以外は実感がないのも事実である。

それよりも山形であれば、大雪ショック、コロナまん延防止等重点措置認定ショック、生活

用品値上げショックの影響の方がはるかに大きい。気候変動による影響を除けば、みんなコ

ロナウィルス感染症が主因となっているものばかりである。ウッドショックに特化すれば、

中国・ロシアの動向を見ていれば、製材も合板も価格下落は当分見込めない。また、世界的

なコンテナ船不足や原油高に起因する船運賃値上げ、港湾外滞船状況、港湾荷受け労働者不

足も解消する目途がたたない状況が続いている。欧州材（ＷＷやＲＷ）も出材量が減った他

に高い価格帯での契約物件が今後入荷することになり材価の下落は見込めず、このまま国産

材集成材との価格競争が続きそうだ。豪州材（ＲＰ等）もオミクロンによる主要都市のロッ

クダウン等が続いており輸入減が続き、逆に輸出先に加わっている状況である。これらは、

消費者側から見ればウッドショックであるが、川上側の山主にとっては昭和 40 年以降久し

ぶりに経験するウッドチャンスでもある。素材価格の高騰をぜひ山主に確実に還元してもら

いたい。それが、再造林にも繋がり正しい持続可能な循環資源の木質バイオマスとなるから

である。川上側・川中側の収入増により、中山間地域の活性化に繋がることを願いたい。 

７ ２月以降の行事予定!! 

日 程 行  事  名 予定出席者 

2. 10 山形県森林管理推進協議会（Web会議） 専務 

2. 14 専門職大学就学支援プロジェクト会議  建設会館 専務 

2. 17 村山地域森林管理推進協議会（Web会議） 専務 

2. 24 合法木材特別研修会          森林会館 専務 

3. 16 全木連・全木協連等理事会       木材会館 理事長 

3. 17 全木連事務局長会議          木材会館 専務 

８ 日本百名山シリーズ紹介（雌阿寒岳：メアカンダケ） 

帯広から道東道を北東に向かい、松山千春の足寄町か

ら東に深い樹林帯をしばらく進む。今回選んだ雌阿寒温

泉駐車場が雌阿寒岳登山の最短ルートである。雄阿寒岳

はマリモで知られる阿寒湖の対岸に位置する。百名山は

雌阿寒岳（1,499ｍ）を指しており、噴火口や阿寒富士を

見下ろすロケーションとメアカンフスマ等の固有種高

山植物群が点在している。北海道９つの百名山の中で一

番標高が低く、登山道が整備されており、ヒグマの木彫

りは有名だが、出没率は低いそうだ。また、山頂まで 2時間程度と容易であることから、初

心者向きの山である。1時間ほど樹林帯を登ると砂礫地帯に

でる。そこに花の群落が出現する。左のメアカンフスマは本

県鳥海山のチョウカイフスマと大きさ・色ともそっくりな美

しい花であった。山頂からは、噴煙を上げる火口と阿寒富士

が見えるハズだったが、あいにくのガスがかかってしまった。

下山後は日帰り温泉雌阿寒温泉や阿寒湖畔温泉が待ってい

る。周辺はアイヌ文化とマリモの世界が広がっている。 
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９ 県からのお知らせ（森林研究研修センターから） 
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10 県からのご案内 （置賜総合支庁森林整備課から） 
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11 住宅着工状況（12 月期） 

令和 3 年 12 月期の県内新設住宅着工戸数は 378 戸となり、対前月比 88.7％、対前年同月比 106.2％、対前年累計比は 103.6％となった。 

2021 年次の全国新設住宅着工数は 856,484 戸と 5 年ぶりに増加した。市町村別で山形市と上山市が伸びた。木造率は 92.3％となった。 
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